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町
内
で
活
動
ま
た
は
活
動
予

定
の
農
業
者
や
関
係
者
が
集
ま

り
、
平
成
25
年
10
月
か
ら
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
を
開
始
。
６
次
産

業
化
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る

た
め
、
事
業
推
進
会
議
メ
ン

バ
ー
８
人
、
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

メ
ン
バ
ー
13
人
に
よ
り
、
延
べ

５
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
重
ね
、

平
成
26
年
３
月
に
「
鳩
山
町
の

未
来
を
作
る
事
業
構
想
を
考
え

る
〝
６
次
産
業
化
で
鳩
山
町
を

元
気
に
す
る
〟」
と
題
し
た
鳩

山
町
６
次
産
業
化
推
進
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
は
、

町
の
持
つ

潜
在
能
力

の
分
析
、

自
由
な
発

想
に
よ
る
新
た
な
特
産
品
メ

ニ
ュ
ー
の
模
索
・
提
案
、
さ
ら

に
は
実
現
す
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
、
６
次
産
業
化
を

進
め
る
上
で
大
き
な
指
針
と
な

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
計
画
は
役
場
産
業
振
興
課

（
☎
２
９
６
―

５
８
９
５
）
で
閲

覧
が
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
よ
り
強
力
に
特
産
品

開
発
と
６
次
産
業
化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
や
個
人
が
そ
の
力
を
結
集
し
、

一
丸
と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。町
で
は
、

そ
の
指
針
づ
く
り
に
平
成
25
年
度

に
着
手
。
検
討
委
員
と
専
門
家
を

交
え
て
、
町
の
魅
力
や
潜
在
能
力

を
複
数
の
角
度
か
ら
分
析
し
、
そ

の
地
域
資
源
を
使
っ
て
、
今
後
進

む
べ
き
方
向
性
を
「
６
次
産
業

化
」
と
い
う
視
点
で
明
確
に
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
「
鳩
山

町
６
次
産
業
化
推
進
計
画
」
に
よ

り
、
今
後
、
農
業
や
特
産
品
で
町

を
活
性
化
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

し
ゃ
も
じ
食
品
、
⑤
あ
ん
ず
の
里

づ
く
り
構
想
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
、⑥
有
機
野
菜
グ
ル
ー
プ
、

の
６
つ
の
加
工
グ
ル
ー
プ
を
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
本
計

画
の
策
定
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

り
、
町
全
体
と
し
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
の
、
新
た
な
組

織
・
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
大

き
く
進
め
て
い
く
に
は
、「
誰
が
」

の
部
分
に
あ
た
る
「
人
」
の
力
が

大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
組
織
と
個
人
が
つ
な
が
り
構

築
さ
れ
る
「
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
と
な

る
存
在
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
大
き

く
な
る
ほ
ど
力
を
増
し
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
方
向
に
向
か
う

と
、力
が
拡
散
し
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
は
、「
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」の
力
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
、

活
動
が
同
じ
方
向
に
向
か
う
た
め

の
大
き
な
指
針
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
以
降
は
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
加
工
集
団
や
特
産
品
開

発
、
試
作
品
づ
く
り
な
ど
を
本
格

化
さ
せ
る
予
定
で
す
。

家
の
主
婦
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
立

ち
上
が
り
、地
元
農
産
物
を
加
工
・

販
売
し
、
特
産
品
づ
く
り
や
地
域

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
町
で
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
々
の
努
力
に
よ
り
町
の
特

産
と
な
っ
た
大
豆
を
使
い
、
う
ど

ん
、
羊
羹か

ん

、
焼
酎
な
ど
の
特
産
品

開
発
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
事
業
計
画
は
、「
何
を

や
る
か
」
と
「
誰
が
や
る
か
」
の

方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。「
何
を

や
る
か
」で
は
、「
鳩
山
な
ら
で
は
」

の
資
源
に
、
黒
大
豆
、
米
粉
、
野

菜
な
ど
を
選
定
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
既
存
の
「
鳩
豆
う
ど
ん
」
に

加
え
、
黒
大
豆
コ
ー
ヒ
ー
や
米
粉

パ
ン
、
漬
物
・
ピ
ク
ル
ス
、
や
さ

い
寿
司
、
虹
色
す
い
と
ん
な
ど
が

例
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
誰
が
や
る
か
」
で
は
、
①
漬

物
グ
ル
ー
プ
、
②
黒
大
豆
・
大
豆

グ
ル
ー
プ
、
③
美あ

じ味
の
会
、
④
お

　

平
成
22
年
12
月
に
「
６
次
産
業

化
・
地
産
地
消
法
」
が
公
布
さ
れ
、

農
林
漁
業
者
に
よ
る
加
工
・
販
売

や
、
地
域
の
農
産
物
な
ど
の
利
用

促
進
を
、
国
が
積
極
的
に
支
援
す

る
動
き
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
約
20
年
前
か
ら
、
農

鳩
山
町
６
次
産
業
化
推
進

計
画
と
は

　旅先やテレビでよく見聞きするそ
の地方の特産品。鳩山町でも、町を
元気にする特産品を作ろうと、これ
まで熱意を持った取り組みが行われ
てきました。こうした動きをさらに
加速させ、町全体の取り組みに発展
させる指針として、平成 26年３月、
「鳩山町６次産業化推進計画」が策
定されました。
　計画では、町内で生産が盛んな大
豆や、鳩山在来種である黒大豆、現
在「あんずの里づくり構想」に向け
試験栽培されているアンズなどに、
地域ブランドとしての価値を見出し
ています。そして、それらの食材を
使用し、生産者が加工や販売に取り
組み、新たな価値を生み出す「６次
産業化」により、町を元気にしよう
と考えています。
　今月号では、計画策定に携わった
方々の声とともに、町内での６次産
業化への取り組みについて、その概
要をお伝えします。

食 農×

×

６
次

１次「６次産業化」って生産 ？
２次
３次

生産

計画の項目
「鳩山町の概要」

「今後の取り組み
  のポイント」
・地域性と結びつけ
た「シリーズ化」

・「人ネットワーク」
と仕組みづくり

・コンセプトの明確
化

・情報発信、ＩＴの
活用

「鳩山町の地域
 ポテンシャル」

「鳩山町の
 ６次産業化」

加工
販売

〝
元
気
〟

産
業
化
で

鳩
山
町
を

に

連 携地
域
活
性
化
に
向
け

事
業
構
想
を
策
定

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し

継
続
す
る
体
制
を

　６次産業化とは、農林
漁業者（１次産業従事者）
が、加工や販売（２次産
業・３次産業）に取り組み、
新しい価値を生み出すこ
とです。さらに、地域資源をエネルギー
や観光など、さまざま産業と結びつけ
て、新たな産業を生み出したりするこ
とで、“もうかる”農林水産業を実現し、
農山漁村の雇用の確保と所得の向上を
目指す取り組みです。

　「６次産業化」に関して、生産者として期
待することや抱負を語っていただきました。

鳩山町大豆栽培組合長　

新井 廣
ひろゆき

行さん（高野倉

在住）。主な生産物：米、

麦、大豆

山本 榮
よし

江
え

さん（石坂在

住）。主な生産物：野菜、

米

戸口 英
え い こ

子さん（奥田在

住）。主な生産物：野菜、

米、花

◆栽培量や加工場所を増やす

など、６次産業化の動きを本

格化させるためには、いずれ

も“やり手”の確保が必要で

す。若い人たちに期待してい

ますが、自分ができる協力も

惜しまないつもりです。構想

の実現には長い時間がかかる

と思いますが、継続して取り

組んでほしいです。

◆売れる商品が生まれれば、

その品目を特化して生産する

こともできると思います。６

次産業化には、個人より数人

で取り組む方がいいと思いま

すが、活動に誘われればやっ

てみたい気持ちはあります。

生産者も高齢化が進んでいる

ので、若い人も一緒に取り組

んでほしいです。

◆最近では、新しい野菜品目

の生産や、漬物・こんにゃく

製造、ジャムの加工など、新

しいことに挑戦しながら、仲

間とともに農業を日々がん

ばっています。これまでの経

験や資格などを活かして、皆

と一緒に、できる範囲で６次

産業化への取り組みに協力し

たいです。

付加価値を高めて
　“もうかる”農業へ

者の声

次ページで、町内
ですでに行われ
ている「６次産業
化の取り組み」を
ご紹介します
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ＤＡＴＡ

６次産業化に関するご
意見・お問い合わせは、
産業振興課まで
☎ 296―5895

あ
ん
ず
の
里
づ
く
り
構
想

　
　 

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

町内で すでに行われている

「６次産業化
　 の取り組み」

お
し
ゃ
も
じ

　
　
　
食
品

美あ

じ味
の
会

㈱
花
結む

す

び

に
及
ん
で
い

ま
す
。
丹
精

込
め
て
作
ら

れ
た
加
工
品

は
、
Ｊ
Ａ
埼

玉
中
央
農
産

物
直
売
所
や

町
外
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
工
品
の
原
料
は
、
で
き
る
限

り
会
員
が
栽
培
し
た
も
の
や
、
地

元
で
採
れ
た
旬
の
野
菜
や
果
物
な

ど
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
に

安
心
・
安
全
な
お
や
つ
を

提
供
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
数

人
の
仲
間
と
と
も
に
活
動
を
始
め

た
の
が
平
成
４
年
。
み
そ
か
ら
始

ま
っ
た
加
工
品
づ
く
り
は
、
そ
の

後
、
手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う
や
手
打

ち
う
ど
ん
、
赤
飯
、
海の

り苔
巻
き
、

大
福
、
だ
ん
ご
な
ど
と
そ
の
種
類

を
増
や
し
、
現
在
で
は
12
品
目

　

町
内
外
で

の
飲
食
サ
ー

ビ
ス
の
経
験

や
加
工
技
術

を
活
か
し
、

今
後
も
加
工

品
を
通
じ
て
、
大
豆
の
持
つ
魅
力

を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、

楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
続
け
て
い
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
の
「
は
と

や
ま
再
生
・
創
造
戦
略
」

と
「
ふ
れ
あ
い
と
賑に
ぎ

わ
い
づ
く
り

戦
略
」
に
横
断
的
に
取
り
組
む
組

織
と
し
て
、
平
成
23
年
８
月
に
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
内
の
全

16
箇
所
の
試
験
農
園
・
町
有
地
に
、

６
種
類
の
品
種
が
植
え
付
け
ら

れ
、
現
在
で
は
６
８
２
本
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
毎
月
第
１
・
３
木

曜
日
に
、
試
験
農
園
の
手
入
れ
を

行
い
、
丁
寧
に
ア
ン
ズ
を
育
て
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
３
年
前

に
植
え
た
苗
木
の
中
か
ら
、
今
年

は
初
め
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
果
実

を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
ア
ン
ズ
の
実
は
、
委

員
な
ど
に
よ
っ
て
、
味
や
品
質
な

ど
の
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
、
余

剰
分
は
ア
ン
ズ
を
使
用
し
た
町
の

特
産
品
開
発
の
原
料
と
し
て
活
用

さ
れ
る
予
定
で
す
。

体
が
喜
ぶ
安
全
・
安
心
、
新

鮮
で
美
味
し
い
食
材
に
こ

だ
わ
り
、
体
に
や
さ
し
い
〝
食
〟

を
提
供
し
た
い
と
、
平
成
５
年
か

ら
開
業
し
ま
し
た
。
自
家
栽
培
に

よ
る
朝
採
り
野
菜
を
使
用
し
、
新

鮮
な
惣
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

鳩
山
在
来
種
の
黒
大
豆
が
持

つ
、
甘
さ
や
香
り
、
味
の
良
さ
に

注
目
し
、
黒
大
豆
を
使
用
し
た
お

菓
子
づ
く
り
の
研
究
を
始
め
、
試

行
錯
誤
の
末
「
は
と
や
ま
森
の

ダ
ッ
ク
ワ
ー
ズ
」
を
開
発
し
、
平

成
25
年
５
月
に
販
売
を
開
始
。
体

に
や
さ
し
く
栄
養
価
の
高
い
お
菓

子
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
好
ま
れ
る
お
菓
子
と
な
っ

て
い
ま
す
。

か
、
最
近
で

は
活
性
酸
素

を
除
去
す
る

効
果
も
注
目

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

季
節
の
地

場
産
野
菜
を

使
用
し
た
天
ぷ
ら
や
小
鉢
と
と
も

に
、
毎
日
メ
ン
バ
ー
が
心
を
込
め

て
作
っ
て
い
ま
す
。

構
成
人
数
：
12
人　

場
所
：

今
宿
５
０
５
―

５　

営
業

時
間
：
午
前
９
時
～
正

午　

定
休
日
：
毎
週
木
曜

日
、
12
月
31
日
～
1
月
4

日　

問
合
せ
：
☎
２
９
６

―

１
３
９
２

構
成
人
数
：
15
人　

場
所
：

熊
井
76
―

1　

営
業
時

間
：
午
前
10
時
～
午
後
5

時　

定
休
日
：
毎
週
木
曜

日
、
12
月
29
日
～
1
月
4

日　

問
合
せ
：
☎
２
９
６

―

１
５
５
１

構
成
人
数
：
14
人　

場
所
：

楓
ヶ
丘
２
―

18
―

２　

営
業

時
間
：
午
前
10
時
～
午
後

5
時　

定
休
日
：
日
曜
日
、

祝
日
、
第
２
・
４
土
曜

日　

問
合
せ
：
☎
２
９
６

―

４
３
０
３

委
員
数
：
25
人　

活
動
日
：

第
１
・
３
木
曜
日　

植
付

品
種
：
サ
ニ
ー
コ
ッ
ト
、

ニ
コ
ニ
コ
ッ
ト
、
信
州

大
実
、
新
潟
大
実
、
信

月
、
平
和　

植
付
面
積
：

約
２
１
６
０
０
㎡　

問
合

せ
：
役
場
産
業
振
興
課
☎

２
９
６
―

５
８
９
５

特
産
品
の
開
発
・
加
工
・
販

売
を
目
的
と
し
た
施
設「
旬

の
花
」を
運
営
す
る
美あ

じ味
の
会
は
、

平
成
16
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
町
で
生
産
が
盛
ん
な
大
豆

を
原
料
と
し
た
、
し
ょ
う
ゆ
、
み

そ
、
豆
腐
の
ほ
か
、
鳩
山
産
の
野

菜
や
穀
物
を
使
用
し
た
お
や
き
や

惣
菜
な
ど
の
加
工
品
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
開
発
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小川　真理子

　　　　代表

齋藤　操
みさお

　　　代表

村谷　裕
ゆ う こ

子

　代表取締役

食の６次産業化
プロデューサー
村上 一幸 氏

◆今後収穫が見込まれるアンズの

実をどう活用していくか、町全体

で考えていければうれしいです。

若い人からベテランの方まで、あ

らゆる世代を巻き込んで、町を「あ

んずの里」にし、多くの人でにぎ

わうことが夢です。

◆構想づくりを通じて、町全体の

活気づけへの意識が強まりまし

た。今後は、加工技術の継承と同

時に、大豆を使った新商品の開発

やイベント開催などを通じて、町

に人を集める取り組みにも挑戦し

ていきたいです。

　「鳩山町６次産業化推進計画」

策定にあたっては、検討ワーキ

ンググループで各組織の方が議

論を交わしました。このページ

では、策定に関わったメンバー

とその組織をご紹介し、「６次産

業化で町を元気にする」思いを

語っていただきました。

◆今までの取り組み同様、今後も

手作りと人と人とのつながりを大

事にして、町の目玉となるような

新商品を作っていきたいです。６

次産業化の取り組みを大きくする

ために、若い人が熱意を持って

引っ張ってほしいです。

◆事業構想を考え、町の魅力や可

能性を再発見しました。計画で終

わるのはもったいないので、一日

も早く構想を現実にし、将来は多

くの人でにぎわい、雇用が生まれ

る「道の駅」のような場所ができ

たらいいですね。

　６次産業化で地域を元気にするためのポイントは、〝地
域資源と人〟です。今回、鳩山町では多くの地域資源と、
前向きに取り組む人たちの存在が可視化されました。それ
は他地域と差別化された魅力的な町であることを証明しま
す。鳩山町の皆さんはもっと地元に自信を持つべきです。
そんな鳩山町をこれからも支援していきたいと思います。

６次産業化への思い６次産業化への思い

６次産業化への思い６次産業化への思い

食と農の連携で
　鳩山町を元気にする
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